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ビュッフェ例会
－会員懇談－

本日の卓話 次回の卓話（9月 9日）

「笑いは心の栄養」

三遊亭 若圓歌　様落語家

紹介者　渡辺新吉会員

「最近の児童虐待の状況」

櫻山　豊夫　様所　長

東京都児童相談センター

紹介者　渡辺新吉会員

会長報告

1．8 月 23 日（土）に鈴木　風さんを見送りに行っ

てまいりました。

本郷 RC から 5 名の会員の皆様と友達やご家族、

そして地区委員会関係者の方に笑顔を見せて旅

立ちました。帰国後の風さんの成長を楽しみに

したいと思います。週報へ見送りの様子を掲載

しましたので、ご覧下さい。

2．青少年交換学生ノエミさんの第 1 ホストファミ

リーである名井さんより、9 月 19 日（土）から

23 日（水）まで所用の為、家を空けなければな

りません。と連絡がありました。5 日間のみとな

りますが、ノエミさんのステイ先を探しており

8月 26日　第 1148回例会報告

幹事報告

1．9 月のロータリーレートは 1 ドル＝ 124 円と連絡

がありました。

2．地区ローターアクトクラブ委員会より、例会参

加についての連絡がありました。

ローターアクトの例会はメークアップにもなり

ますので、是非とも参加をご検討下さい。9 月ス

ケジュールは次回の週報へ掲載いたします。

3．「国際理解のためのワークショップ（国際交流）」

へ参加のご案内がありました。

ワークショップとは、日本の高校生に外国人と

の交流を通じ、異文化交流体験をしてもらう事

が目的とされております。

ロータリープログラムの米山奨学生が参加で実

施した活動が高い評価を頂き、今回も実施され

ることとなりました。

詳細のご案内を各テーブルに配布いたしました。

ロータリアンの見学も歓迎との事ですので、参

加ご希望の方はクラブ事務局へご連絡下さい。

出 席

会員数：51名　欠席出席免除者：5名　出席数：48名

欠席数：35 名　出席率：72.92％

8 月 5日修正後出席率：87.23％

ます。

9 月の連休とかさなり、ご予定があるかとは存じ

ますが、何卒ご検討をお願いいたします。お引

受けいただける場合は、至急に幹事またはクラ

ブ事務局へご連絡下さい。

東京本郷ロータリークラブ週報



ニコニコＢＯＸ	 30,000 円

累　　計	 278,759 円

ニコニコＢＯＸ

＊近藤博隆会員
「ロータリーの友」愛読していますか。友達になっ
ているので、8 月号に印象に残った記事がありま
した。

＊米倉伸三会員
渡辺さん、澤部さん、辻野さん、河合会長、ご心
配おかけいたしました。ありがとうございました。

＊熊井　寛会員
誕生日のお祝いありがとうございます。

＊小野澤亮介会員
家内の誕生祝にバラの花束を頂き有難うございま
した。歳の話をするのは嫌みたいですけど、喜ん
でいます。

＊伊藤　守会員
昨日、定時株主総会が無事終了しました。ほっと
して脱力状態です。

＊清水卓治会員
木村さん、長渕コンサートでお世話になりました。

「国際理解のためのワークショップ
（国際交流）」参加のお願い

次世代への奉仕活動の一つとして日本の高校生を

対象とした、「国際理解のためのワークショップ（国

際交流）」を企画いたしました。この企画は、RI 第

2750 地区の主催で行い、本年度より第 2580 地区も

協力することになりました。

ワークショップは、日本の高校生に、留学生・外

国人との交流を通じ、様々な国の国家、文化、生活、

教育、経済、宗教、価値観を共有する喜びを体感し

てもらう異文化交流体験が目的でこの体験が、高校

生並びに講師の参加者共々が、自分自身を見つめ直

すきっかけ作りとなり、世界を舞台に活躍する人材

の育成につながることも目的としております。

多国籍な、多様な米山奨学生・学友の参加で実施

した過去 2 年の奉仕活動「国際理解のためのワーク

ショップ（国際交流）」が、小平高校より高い評価

を頂き、高校側のオファーにより今年も実施するこ

ととなりました。

参加ご希望の方は、クラブ事務局へご連絡下さい。

『国際理解のためのワークショップ

（国際交流）の概要』

日　　時：9月 26 日（土）

9:30 西武新宿線小平駅南口階段下に集合

小平高校での事前ミーティング後

3限 10:30 ～ 11:20

4 限 11:30 ～ 12:20

授業終了後事後ミーティング

第 9班　炉辺報告
 

開催日時	 平成27年 8月 25日（火）18:00～ 20:30

会　　場	 内幸町のシーボニアメンズクラブ

出	席	者	 河合会長・辻野会員・澤部会員・

	 渡辺会員・米倉会委員は都合で欠席

今期の初卓話をお願いした東京新橋ロータリーク

ラブの田邊勉会員が経営する会員制レストランにて

４名で開催しました。田邊オーナーも少し同席され

まして卓話では時間の関係で話しきれなかった薬要

らず、医者要らずの奥義をお話しいただきました。

なかでも癌には抗がん剤よりは高密度ビタミンＣが

効果的だという話には興味深々でした。卓話とは違

い、蛋白質アリアリの豪華メニューとワインなどを

いただきながら日頃、例会では聞けない話題で盛り

上がりました。澤部会員が野球大会の後処理で奮闘

していることや欠席が続く会員のことや例会での席

順の見直しやらソングリーダーの座り位置等々につ

いて話が尽きませんでしたが、結論はこれからもア

イサーブでやろうと言うことになりました。

船の中にいるような食事室から席を移してフロア

でデザートをいただきながらプロの女性ピアニスト

の弾き語りでテレサの「時の流れに身をまかせ」を

聞きながら散会となりました。

渡辺新吉

運営形式：一斉授業と国際交流。

一斉授業の内容：中国人＆台湾人メンバーは高校生

に一斉授業形式で中国語を教える。

生徒達は「台湾会話集」一冊ずつ

持っている。

国際交流の内容：多国籍メンバーは高校生に母国の

制度、文化、生活、教育、経済、

宗教についてフリートークをする。

場　　所：東京都立小平高等学校　各教室

最寄り駅：西武新宿線　小平駅



本日の例会にて、

ロータリー財団寄付	 2 名	 25,000 円
米山特別寄付	 1 名	 10,000 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

国際ロータリー第 2580 地区　ローターアクトクラブ例会予定表
( ※お席の準備が必要な例会場もありますので、ご参加される場合は、塗木副代表へご一報下さい。）

2015 年 8 月 21 日

日時 曜日 時　間 クラブ名 内　　容 会　　場 住　　所

2015/9/5 土
18:00 ～

19:00
東京東江戸川 RAC

APRRC2015 活動報告・
　　誇育プロジェクト
　　　　ワークショップ

タワーホール船堀	
301 会議室

東京都江戸川区
　船堀 4-1-1

2015/9/12 土 午　後 東京江戸川 RAC 未　定 未　定 未　定

2015/9/16 水
19：30 ～

21：01
那覇 RAC

ローターアクトを
　理解するための勉強会

翁長さん提供事務所

2015/9/17 木
18:00 ～

19:00
東京東江戸川 RAC 未　定 未　定 未　定

2015/9/19 土
17 時 -

20 時
東京 RAC

株式会社諸戸
　ホールディングス　 
代表取締役社長
　諸戸精孝様によるご卓話

学士会館
〒 101-8459	 
東京都千代田区
　神田錦町 3-28

2015/9/20 日 未　定 東京荒川 RAC 未　定 未　定 未　定

2015/9/24 木 18:00 ～ 嘉悦大学 RAC
嘉悦大学ローターアクト
クラブ第 54 回例会

嘉悦大学
東京都小平市
　花小金井南町 2-8-4

2015/9/26 土 午　後 東京江戸川 RAC 未　定 未　定 未定

2015/9/27 日
9 時 30 分

集合
東京池袋 RAC

ふくろ祭り
神輿担ぎ例会

池袋駅西口周辺

《集合場所》
勤労福祉会館 5階
　　　　　第 2和室 
東京都豊島区
　西池袋 2-37-4

事前連絡先 :塗木	隼（地区ローターアクト副代表兼東京北部代表）n-jun@actcrp.com

「ロータリー入会の理由は？」

ロータリー・ニュース：2015年 8月 17日	

カナダのチャタム・ケント市の警察官、ジェニ

ファー・ジェイコブソンさんは、2009 年、ロータ

リーの研究グループ交換（GSE）プログラムで日本

を訪問しました。そのきっかけは、過去に参加した

同僚や元参加者たちが書いた感想を読んだことでし

た。	「人生を変えるような素晴らしい経験だった」

と話すジェイコブソンさん。理学療法士、音楽療法

士、小売店経営者たちとともにグループに参加しま

した。「通訳の人数が限られていたので、いつもグ

ループで行動し、互いの職業から多くのことを学び

合いました。日本側の主催者の方々は、私たちに最

高の体験をさせるために、とても気を配ってくれま

した」こうしてロータリーと出合ったジェイコブソ

ンさんですが、ロータリーの素晴らしさに気づいた

一番のきっかけは、日本のロータリアンとの交流で

した。「優しさと思いやり、そしておもてなしの心

が伝わってきて、本当に感動しました」その数年後、

3 カ月間のロータリー平和センタープログラムでタ

イのチュラロンコーン大学に留学し、その時にロー

タリー入会への決意が固まったと言います。「GSE 参

加後、入会を考えたことはありましたが、留学して

『入会しなければ』という気持ちが強くなりました。

ロータリーから得たものは、あまりに大きいのです」

現在、警察署で保安官を務めるジェイコブソンさん

は、児童虐待といった問題に日々直面し、人間の醜

さを目にすることもあります。しかし、「クラブの

仲間たちといる時は人間の優しさに触れられる、だ

からこそロータリーが大切」だと語ります。週 1 回

の例会で顔を合わせる仲間たちは皆、地域社会で良

いことをしたいという意欲にあふれています。「例

会に出ると、幸せな気持ちになれるんです」とジェ

イコブソンさん。「この世界には思いやりある人た

ちがいる。そう実感できるからこそ、ロータリーを

続けるのです。もちろん、ロータリーがなければ、

数々の貴重な経験に恵まれることもなかったでしょ

う」

※全文は https://www.rotary.org/ をご覧下さい。


